
武雄市立若木小学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 自ら学びを進める児童の育成を目指したＩＣＴ利活用

これまでワークシート等で行ってきた単元計画や振り返り表を「学びのロードマップ」、「振り返りシート」として作成し、自ら学びを進めることができる環境づくりを行っ

た。「学びのロードマップ」は、単元の流れ、各自のルーブリック、各種教材へのリンク等を一元化したものである。「振り返りシート」は、個人ごとにシートを準備し、

時系列でめあてやまとめ、自己評価、振り返りを記述し履歴を残す仕組みになっている。また、「みんな」のシートは、各自が入力した内容が一覧で表示されるよ

うに作成し、他者の記入事項を参照することができるようにした。

左図中央は、単元計画をスゴロクのように示したもの

である。各マスに、該当授業の詳細（ルーブリック、

調べ学習に必要なサイトのリンク等）を配置した

シートを掲載している。

振り返りシートは、下左図のように個人の記録が学

級全員の一覧に反映される。単元終了後に個人の

シートを各児童が所有するファイルにコピーすることで、

年間を通した個人の記録を残すことができる。

振り返りシート（個人） 振り返りシート（全員一覧）

「学びのロードマップ」



【取組内容】 児童が自立して学習を進めるための情報活用能力の育成

武雄市立若木小学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

左図のように、集めた情報を付箋に記し、観点ごとに整理したり、関連
する情報を繋げていったりしている。記入したものを自由に動かしたり、
付箋の色を変えたりすることで、情報の整理には効果的である。
また、ある情報（付箋）に対して、関連する情報を更に探し、考察す

る場面も以前より増えた。

これらのファイルは学級内でクラウドを通じて共有されているため、他の児
童が調べたことを、いつでも参考にできる。同じ課題であれば、集めた情
報の妥当性の検討を行ったり、異なる課題であれば、広く情報に触れ
たりする機会になる。課題としては、児童の収集した情報の管理をより
簡易化することや、時系列で個別の変遷が分かるようにすることで、学
習履歴を児童も指導者もしやすい環境をつくることである。

パンフレットの資料（３年生社会科） 複数の手段による情報収集（６年生社会科）

社会科や総合的な学習の時間において、教科書や各種パンフレット、インターネットなどの情報を得る手段を複数提示し、児童に手段を選択さ
せる機会を多く設定した。高学年では、教科書とインターネットの情報を比較する場面を設定し、適切な情報収集の在り方、正確さを吟味すること

の重要性を理解することにつながった。

情報の収集・整理・分析



【取組内容】 情報の収集における端末・クラウドを活用した教員の働き方改革に係る取組について

武雄市立若木小学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童対象のアンケート 授業研究会での情報共有

・フォームの活用によって、紙の削減だけでなく、配付や集計（数値、グラフ化）を簡単に行うことができ、業務の軽減につながっている 。作成した

フォームの回答先リンクを別の保護者向けメールサービスにて知らせることで、保護者もスマートフォンから回答することができ回収の時間削減、回

答率の向上にもつながっている。

・保護者の各種行事への出欠確認についても、名簿でチェックする必要はなく、回答結果をGoogle スプレッドシートに出力することで一覧として

確認できるなど時間短縮と職員間での情報共有が簡易になった。

・校内研修で活用しているGoogle スライドは、入力を各自のタイミングで行うことができ、グループ内で情報を共有するだけでなく、他グループの

意見も一目で確認できるよさがある。

・最初に様式やフォームを作る段階で時間を要するため、役割分担などしながら学校に必要なものを準備し、継続的に利用することで更なる効

率化につなげたい。

保護者への出欠確認

児童や保護者に対して、アンケートフォームを活用した各種情報の収集を行った。 特に、保護者には、育友会に係る会議の出欠確認や意見の
収集などを行ってきた。
また、教職員の研修時には、授業を参観した際の気付きなどを付箋に記入し、グループごとにスライドに貼り付けることで、情報を共有しながら話

し合いを行うことにつながっている。


